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１ 活動のテーマ 

 ＜テーマ＞ 

自然（カブトムシ） 

 

 

２＜テーマの設定理由＞ 

自然豊かな園庭で、いつも遊んでいる年長児。夏の時期には、家庭で飼っていて園にカブトムシ

を寄付してくださる申し出を受けて、年長クラスで飼うことになった。 

飼っている子は、エサは何か、どうやって飼ったらいいか、いろいろ友だちに伝えている。 

生き物を飼うことにより、様々な発見と学びを深めてもらいたいため設定した。 

 

 

 

３ 環境の設定   

＜活動のために準備した素材や道具＞   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設名 田中ナースリー大和保育園 

クラス ５歳児 

日付 ２０２５・８ 

透明飼育ケース マット（土） 木 ゼリータイプのエサ  

 

地域ボランティア講師より 

木の箱 プラスチックスプーン モール 針金 油性マジック 



４ 探索活動の実践内容 

カブトムシがやってきた 

子ども：「家からカブトムシ持ってきた」「えーみせて！」「うわ！おおきい」 

保育者：「おうちのひとから、保育園で飼ってみたらどうか？っていわれたけど 

    みんなどうする？」 

子ども：「ぞうぐみで飼いたい！」「どこにいれる？」「エサとか必要じゃない？」 

カブトムシを飼うことにした子どもたち。いろいろ調べている。 

 

準備していた透明の飼育ケースを出して、土、丸太、ゼリーのエサを置く。 

子ども：「ゼリー食べた！」「お腹がすいていたんじゃない」 

    「あんまりさわっちゃかわいそうだよ」「そーっと見るだけだよ」 

 

様々な会話が聞こえてくる。 

 

 

 

 

 

 

数日後、カブトムシのアシが取れていることを発見 

子どもたち：「動かなくなっちゃった」「死んじゃったの？」 

     「触りすぎちゃったんじゃない」「かわいそう」 

保育者：「昨日まで元気に動いていたのにね… どうする？」 

子どもたち：「おはかつくる？」「つつんでゴミ箱に入れる？」 

     「それじゃかわいそうじゃない」 

保育者：「オモチャが壊れて動かなくなったのと、生き物が動かなくなったのは、どう違うかな」 

子どもたち：「「オモチャはなおせば動くけど、生き物はなおせない」 

      「かわいがっていたから、オモチャはゴミ箱でいいけど、生き物はダメだと思う」 

      「蚊をつぶしたりしたとき、ティッシュに丸めてゴミ箱に入れるよ」 

      「んーおなじ生き物だけど、やっぱりカブトムシはちがうな」 

      「園長先生に、どこかに埋めてもいいか聞いてみよう」 

 

園庭の端の方に、カブトムシを産める場所を作った。 

 

 

 

子どもたち：「そーっとさわろう」 

飼い方に気をつける姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ５ 振り返り 

 

生き物を飼うところから、カブトムシの死を通して、生き物が死ぬということはどういうことなのか、

年長児の子どもなりに、自分たちの言葉で話している姿が印象的だった。 

生き物はすべてお墓を作らなければならないものでもなく、どのように生き物と向き合うのか、人それ

ぞれの死生観の違いは、保育者も含めて子どもたちと考えられた良い機会となった。 


